
（11） 凡 例

凡　

例

❶
常
用
漢
字
・
人
名
漢
字
を
五
十
音
順
に
配
列
。
同
音
の
場
合
は
総
画
数

の
順
。
同
画
数
の
場
合
は
部
首
順
。

❷
総
画
数
。

❸
部
首
と
部
首
内
画
数
。

❹
常
は
常
用
漢
字
。

❺
常
用
漢
字
表
に
あ
る
音
を
カ
タ
カ
ナ
で
、
訓
を
ひ
ら
が
な
で
掲
出
。
全

編
を
通
じ
て
音
は
カ
タ
カ
ナ
表
記
、
訓
は
ひ
ら
が
な
表
記
と
す
る
。

❻
旧
字
体
が
人
名
漢
字
で
あ
る
場
合
、
ポ
イ
ン
ト
を
落
と
し
て
併
出
。

❼
人
は
人
名
漢
字
。

❽
常
用
音
訓
で
な
い
音
と
訓
。
旧
字
体
の
人
名
漢
字
で
は
常
用
音
訓
と
一

致
す
る
も
の
も
挙
げ
て
あ
る
。

❾
音
が
二
つ
以
上
あ
る
漢
字
は 

⑴ 

⑵ 

… 

と
分
け
る
。

❿
上
古
は
上
古
音
。*

印
は
推
定
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

⓫
中
古
は
中
古
音
。

⓬
呉
は
中
古
音
に
由
来
す
る
日
本
の
呉
音
。
漢
は
同
じ
く
漢
音
。
そ
の
ほ

か
必
要
に
応
じ
て
宋
（
宋
音
）、
唐
（
唐
音
）、
慣
（
慣
用
音
）
を
出
す
。

こ
れ
ら
の
場
合
の
音
の
表
記
は
旧
仮
名
遣
い
と
し
、
括
弧
内
に
新
仮
名

遣
い
を
示
す
。

⓭
中
は
現
代
中
国
語
音
。

⓮
韓
は
韓
国
語
音
で
、
ハ
ン
グ
ル
表
記
。

⓯
「
コ
ア
イ
メ
ー
ジ
」
は
語
の
深
層
構
造
に
お
け
る
イ
メ
ー
ジ
。

⓰
「
実
現
さ
れ
る
意
味
」
は
表
層
レ
ベ
ル
に
現
れ
る
意
味
、
す
な
わ
ち
具

体
的
文
脈
で
使
わ
れ
る
意
味
。
ⓐ
は
最
初
の
意
味
（
歴
史
的
に
最
初
と

説
　
明

6

アア

曖
・
悪

及
し
な
い
。

（
金
）

　
　（
篆
）

﹇
㤅
﹈　
　（
篆
）

　

 

語
義  

﹇
展
開
﹈ 

人
を
大
切
に
思
っ
て
胸
が
ふ
さ
が
る（
い
と
し
く
思
う
）意
味
ⓐ
か

ら
、
気
に
入
っ
て
大
切
に
す
る（
好
ん
で
楽
し
む
、
め
で
る
）意
味
ⓑ
、
大
切
に
し
て
手

放
し
た
く
な
い
と
思
う（
お
し
む
）意
味
ⓒ
に
展
開
す
る
。﹇
英
﹈love; like; grudge

　

﹇
和
訓
﹈  

め
で
る
・
い
と
お
し
む
・
い
と
し
い
・
う
い
・
か
な
し
い
・
ま
な
・
お
し

む
　﹇
熟
語
﹈ 

ⓐ
愛
情
・
恋
愛
・
ⓑ
愛
好
・
愛
用
・
ⓒ
割
愛

 

文
献  

ⓐ
詩
経
・
静
女
「
愛
而
不
見
、
搔
首
踟
躕
＝
愛
す
れ
ど
も
見
え
ず
、
首
こ
う

べ

を
搔
き
て
踟
躕
チ
チ

ュ

す（
切
な
く
思
っ
て
い
る
の
に
あ
な
た
は
来
な
い
、
頭
を
か
い
て
行
っ
た
り

来
た
り
）」
ⓒ
詩
経
・
将
仲
子
「
豈
敢
愛
之
、
畏
我
父
母
＝
豈
あに

敢
へ
て
之
を
愛
おし

ま

ん
や
、
我
が
父
母
を
畏
る（
そ
れ﹇
折
れ
た
木
﹈が
惜
し
い
の
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
、
両
親﹇
に
見

つ
か
る
の
﹈が
怖
い
の
で
す
）」

【
曖
】 17(日･13) 

常 

｜
常
用
音
訓

ア
イ

 

語
音  *･

d

（
上
古
）　･

i

（
中
古
↓
呉
オ
・
ア
イ　

漢
ア
イ
）　ài

（
中
）　

애（
韓
）

 

語
源  

﹇
コ
ア
イ
メ
ー
ジ
﹈ 

ふ
さ
が
る
。﹇
実
現
さ
れ
る
意
味
﹈ 

覆
い
か
ぶ
さ
っ
て

あ
た
り
が
暗
く
な
る（
く
ら
い
）ⓐ
。﹇
英
﹈dim

 

字
源  

「
愛
アイ（
音
・
イ
メ
ー
ジ
記
号
）＋
日（
限
定
符
号
）」
を
合
わ
せ
た
字
。「
愛
」
は

「
い
っ
ぱ
い
詰
ま
る
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、「
ふ
さ
が
る
」「
中
を
周
囲
か
ら

ふ
さ
ぐ
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
展
開
す
る（
⇩
愛
）。「
曖
」
は
日
光
が
雲
な
ど
に
ふ

さ
が
れ
て
、
あ
た
り
が
暗
く
な
る
様
子
を
暗
示
さ
せ
る
。

 

語
義  

﹇
展
開
﹈ 

暗
い
意
味
ⓐ
か
ら
、
物
事
が
は
っ
き
り
し
な
い
意
味
ⓑ
に
展
開
す

る
。﹇
英
﹈dim

; am
biguous

　﹇
和
訓
﹈ 

く
ら
い
　﹇
熟
語
﹈ 

ⓐ
曖
曖
・
ⓑ
曖
昧

 

文
献  

ⓐ
韓
非
子
・
主
道
「
明
君
之
行
賞
也
、
曖
乎
如
時
雨
、
百
姓
利
其
澤
＝
明

君
の
賞
を
行
ふ
や
、
曖
乎
と
し
て
時
雨
の
如
く
、
百
姓
其
の
沢
タク

に
利
す（
明
君
が
賞

を
行
う
時
は
、
恵
み
の
雨
が
あ
た
り
を
ぼ
ん
や
り
と
ふ
さ
い
で
降
る
よ
う
に
、
多
く
の
民
に
潤
い

を
与
え
る
）」

あ
く ････････････････････････････････････････････････････････････････････････

【
悪
】 11(心･7) 

常 

｜
常
用
音
訓

ア
ク
・
オ

　
わ
る
い

〔
惡
〕 12(心･8) 

人 

｜
音

ア
ク
・
オ

　
訓

わ
る
い
・
に
く
む
・
あ
し
・

い
ず
く
ん
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

語
音  

⑴*･ag

（
上
古
）　･o

（
中
古
↓
呉

ウ　

漢

ヲ〈
＝
オ
〉）　w

ù

・
（
中
）　

오

（
韓
）　

⑵*･ak

（
上
古
）　･ak

（
中
古
↓
呉 

漢
ア
ク
）　è

（
中
）　
악（
韓
）

 

語
源  

﹇
コ
ア
イ
メ
ー
ジ
﹈ 

上
か
ら
押
さ
え
つ
け
る
。﹇
実
現
さ
れ
る
意
味
﹈ 

気
分

が
む
か
む
か
す
る（
む
か
つ
く
）ⓐ
。﹇
英
﹈feel sick, ill

〔
解
説
〕 

悪
アク

と
は
何
か
。
説
文
解
字
で
は
「
亜
は
醜
な
り
。
人
の
局
背
の
形
に
象

る
」
と
あ
り
、
亜
が
背
の
曲
が
っ
た
人
の
形
な
の
で
、
醜
悪
の
意
味
が
生
ま
れ
た
と

い
う
。
こ
れ
を
支
持
す
る
学
者
も
い
る
。
白
川
静
は
亜
は
墓
の
玄
室
の
形
な
の
で
、

死
喪
凶
礼
↓
凶
事
に
臨
む
心
情
の
意
味
に
な
っ
た
と
い
う（
白
川
①
）。
以
上
は
形
か

ら
意
味
を
求
め
る
説
。
純
粋
に
言
語
に
視
座
を
置
い
て
悪
の
深
層
構
造
を
明
ら
か
に

し
た
の
は
藤
堂
明
保
で
あ
る
。
亜
は
「
お
さ
え
る
・
つ
か
え
る
」
と
い
う
基
本
義
が

あ
り
、「
胸
が
つ
か
え
る
と
い
う
い
や
な
感
じ
」
を
悪
と
す
る（
藤
堂
①
）。
悪
の
概
念

は
漢
語
で
は
心
理
的
な
次
元
か
ら
発
生
し
た
と
見
て
よ
い
。
に
く
む
こ
と
を
意
味
す

る*･ag

が
名
詞
化
し
て
、
い
や
な
気
分
を
与
え
る
も
の
の
意
味
と
な
り
、
こ
れ
を

*･ak

と
称
す
る
。「
に
く
む
」
こ
と
も
き
わ
め
て
具
象
的
で
、
胸
が
む
か
む
か
す
る

と
い
う
生
理
的
な
現
象
に
由
来
す
る
。
日
本
語
の
「
わ
る
い（
わ
る
し
）」
は
古
く
は

ワ
ロ
シ
で
、「
性
質
が
よ
く
な
い
、
過
っ
て
い
る
、
悪
質
で
あ
る
意
」
と
い
う（
大
野

①
）。
漢
語
の
悪
アク

に
ほ
ぼ
相
当
す
る
。
ま
た
「
あ
し
」
は
「
ひ
ど
く
不
快
で
あ
る
、

嫌
悪
さ
れ
る
と
い
う
感
覚
・
情
意
を
表
現
す
る
の
が
本
来
の
意
味
」
と
い
う（
大
野

①
）。
こ
れ
は
漢
語
の
悪
オ

に
近
い
。
ま
た
そ
の
展
開
義
は
漢
語
の
悪
アク

に
ほ
ぼ
一
致

す
る
。
本
来
な
ら
常
用
漢
字
表
に
「
あ
し
」
の
訓
も
採
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
英
語
で
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（12）

は
限
ら
な
い
。
語
源
的
に
、
ま
た
論
理
上
最
初
の
意
味
で
あ
る
）。

⓱
ⓐ
と
対
応
す
る
英
語
。
翻
訳
や
説
明
で
は
な
く
、
意
味
上
対
応
す
る
も

の
で
あ
る
。
た
だ
し
ぴ
っ
た
り
対
応
し
な
い
場
合
は
近
似
的
な
語
を
選

ぶ
（
二
語
以
上
の
場
合
も
あ
る
）。
ま
た
複
合
語
（
二
語
以
上
か
ら
成
る
も

の
）
よ
り
も
な
る
べ
く
一
語
（
単
語
）
を
選
ぶ
。

⓲
「
グ
ル
ー
プ
」
は
あ
る
基
幹
記
号
を
も
と
に
し
て
派
生
す
る
語
群
。
グ

ル
ー
プ
の
う
ち
常
用
漢
字
と
人
名
漢
字
に
は
読
み
を
つ
け
な
い
。
そ
れ

以
外
に
は
音
と
意
味
・
用
例
（
熟
語
）
を
付
す
。

⓳
字
源
は
旧
字
体
（
正
字
）
や
本
字
の
あ
る
も
の
は
そ
れ
に
よ
っ
て
説
明

す
る
。

⓴
古
代
文
字
を
時
代
順
に
掲
げ
る
（
解
説
に
必
要
な
場
合
の
み
）。
甲
は
甲

骨
文
字
（
殷
代
）、
金
は
金
文
（
殷
～
周
代
）、
篆
は
篆
文
（
秦
代
）。
そ

の
ほ
か
古
文
（
周
代
）、
籀
文
（
周
代
）
を
挙
げ
た
も
の
も
あ
る
。

㉑
字
体
が
変
容
し
た
漢
字
に
つ
い
て
そ
の
由
来
な
ど
を
記
す
。

㉒
語
義
が
派
生
・
展
開
す
る
場
合
に
「
展
開
」
と
し
て
ⓐ
以
下
の
意
味
を

論
理
的
展
開
の
順
番
に
ⓑ
ⓒ
…
の
形
で
記
述
す
る
。

㉓
ⓐ
以
下
に
展
開
す
る
語
義
と
対
応
す
る
英
語
。
セ
ミ
コ
ロ
ン
ご
と
に
対

応
す
る
。

㉔
和
訓
は
常
用
漢
字
表
に
な
い
訓
読
み
。
人
名
漢
字
の
場
合
は
親
文
字
の

後
の
訓
と
し
て
掲
出
。

㉕
熟
語
は
語
義
に
対
す
る
一
種
の
用
例
で
あ
る
。
二
語
以
内
を
掲
出
（
た

だ
し
難
解
な
も
の
、
見
慣
れ
な
い
も
の
は
出
さ
な
い
）。
ⓐ
ⓑ
…
は
語
義
の

ⓐ
ⓑ
…
と
対
応
。

㉖
最
初
の
実
例
を
古
典
か
ら
引
用
。
原
文
の
後
に
訓
読
、
現
代
語
訳
を
付

す
。

6

アア

曖
・
悪

及
し
な
い
。

（
金
）

　
　（
篆
）

﹇
㤅
﹈　
　（
篆
）

　

 

語
義  

﹇
展
開
﹈ 

人
を
大
切
に
思
っ
て
胸
が
ふ
さ
が
る（
い
と
し
く
思
う
）意
味
ⓐ
か

ら
、
気
に
入
っ
て
大
切
に
す
る（
好
ん
で
楽
し
む
、
め
で
る
）意
味
ⓑ
、
大
切
に
し
て
手

放
し
た
く
な
い
と
思
う（
お
し
む
）意
味
ⓒ
に
展
開
す
る
。﹇
英
﹈love; like; grudge

　

﹇
和
訓
﹈  

め
で
る
・
い
と
お
し
む
・
い
と
し
い
・
う
い
・
か
な
し
い
・
ま
な
・
お
し

む
　﹇
熟
語
﹈ 

ⓐ
愛
情
・
恋
愛
・
ⓑ
愛
好
・
愛
用
・
ⓒ
割
愛

 

文
献  
ⓐ
詩
経
・
静
女
「
愛
而
不
見
、
搔
首
踟
躕
＝
愛
す
れ
ど
も
見
え
ず
、
首
こ
う

べ

を
搔
き
て
踟
躕
チ
チ

ュ

す（
切
な
く
思
っ
て
い
る
の
に
あ
な
た
は
来
な
い
、
頭
を
か
い
て
行
っ
た
り

来
た
り
）」
ⓒ
詩
経
・
将
仲
子
「
豈
敢
愛
之
、
畏
我
父
母
＝
豈
あに

敢
へ
て
之
を
愛
おし

ま

ん
や
、
我
が
父
母
を
畏
る（
そ
れ﹇
折
れ
た
木
﹈が
惜
し
い
の
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
、
両
親﹇
に
見

つ
か
る
の
﹈が
怖
い
の
で
す
）」

【
曖
】 17(日･13) 

常 

｜
常
用
音
訓

ア
イ

 

語
音  *･

d

（
上
古
）　･

i

（
中
古
↓
呉
オ
・
ア
イ　

漢
ア
イ
）　ài

（
中
）　

애（
韓
）

 

語
源  

﹇
コ
ア
イ
メ
ー
ジ
﹈ 

ふ
さ
が
る
。﹇
実
現
さ
れ
る
意
味
﹈ 

覆
い
か
ぶ
さ
っ
て

あ
た
り
が
暗
く
な
る（
く
ら
い
）ⓐ
。﹇
英
﹈dim

 

字
源  

「
愛
アイ（
音
・
イ
メ
ー
ジ
記
号
）＋
日（
限
定
符
号
）」
を
合
わ
せ
た
字
。「
愛
」
は

「
い
っ
ぱ
い
詰
ま
る
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、「
ふ
さ
が
る
」「
中
を
周
囲
か
ら

ふ
さ
ぐ
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
展
開
す
る（
⇩
愛
）。「
曖
」
は
日
光
が
雲
な
ど
に
ふ

さ
が
れ
て
、
あ
た
り
が
暗
く
な
る
様
子
を
暗
示
さ
せ
る
。

 

語
義  

﹇
展
開
﹈ 

暗
い
意
味
ⓐ
か
ら
、
物
事
が
は
っ
き
り
し
な
い
意
味
ⓑ
に
展
開
す

る
。﹇
英
﹈dim

; am
biguous

　﹇
和
訓
﹈ 

く
ら
い

　﹇
熟
語
﹈ 

ⓐ
曖
曖
・
ⓑ
曖
昧

 

文
献  

ⓐ
韓
非
子
・
主
道
「
明
君
之
行
賞
也
、
曖
乎
如
時
雨
、
百
姓
利
其
澤
＝
明

君
の
賞
を
行
ふ
や
、
曖
乎
と
し
て
時
雨
の
如
く
、
百
姓
其
の
沢
タク

に
利
す（
明
君
が
賞

を
行
う
時
は
、
恵
み
の
雨
が
あ
た
り
を
ぼ
ん
や
り
と
ふ
さ
い
で
降
る
よ
う
に
、
多
く
の
民
に
潤
い

を
与
え
る
）」

あ
く ････････････････････････････････････････････････････････････････････････

【
悪
】 11(心･7) 
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｜
常
用
音
訓

ア
ク
・
オ
　
わ
る
い

〔
惡
〕 12(心･8) 
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｜
音

ア
ク
・
オ
　
訓

わ
る
い
・
に
く
む
・
あ
し
・

い
ず
く
ん
ぞ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

語
音  

⑴*･ag

（
上
古
）　･o

（
中
古
↓
呉

ウ　

漢

ヲ〈
＝
オ
〉）　w

ù

・
（
中
）　

오

（
韓
）　

⑵*･ak

（
上
古
）　･ak

（
中
古
↓
呉 

漢
ア
ク
）　è

（
中
）　

악（
韓
）

 

語
源  

﹇
コ
ア
イ
メ
ー
ジ
﹈ 

上
か
ら
押
さ
え
つ
け
る
。﹇
実
現
さ
れ
る
意
味
﹈ 

気
分

が
む
か
む
か
す
る（
む
か
つ
く
）ⓐ
。﹇
英
﹈feel sick, ill

〔
解
説
〕 

悪
アク

と
は
何
か
。
説
文
解
字
で
は
「
亜
は
醜
な
り
。
人
の
局
背
の
形
に
象

る
」
と
あ
り
、
亜
が
背
の
曲
が
っ
た
人
の
形
な
の
で
、
醜
悪
の
意
味
が
生
ま
れ
た
と

い
う
。
こ
れ
を
支
持
す
る
学
者
も
い
る
。
白
川
静
は
亜
は
墓
の
玄
室
の
形
な
の
で
、

死
喪
凶
礼
↓
凶
事
に
臨
む
心
情
の
意
味
に
な
っ
た
と
い
う（
白
川
①
）。
以
上
は
形
か

ら
意
味
を
求
め
る
説
。
純
粋
に
言
語
に
視
座
を
置
い
て
悪
の
深
層
構
造
を
明
ら
か
に

し
た
の
は
藤
堂
明
保
で
あ
る
。
亜
は
「
お
さ
え
る
・
つ
か
え
る
」
と
い
う
基
本
義
が

あ
り
、「
胸
が
つ
か
え
る
と
い
う
い
や
な
感
じ
」
を
悪
と
す
る（
藤
堂
①
）。
悪
の
概
念

は
漢
語
で
は
心
理
的
な
次
元
か
ら
発
生
し
た
と
見
て
よ
い
。
に
く
む
こ
と
を
意
味
す

る*･ag

が
名
詞
化
し
て
、
い
や
な
気
分
を
与
え
る
も
の
の
意
味
と
な
り
、
こ
れ
を

*･ak

と
称
す
る
。「
に
く
む
」
こ
と
も
き
わ
め
て
具
象
的
で
、
胸
が
む
か
む
か
す
る

と
い
う
生
理
的
な
現
象
に
由
来
す
る
。
日
本
語
の
「
わ
る
い（
わ
る
し
）」
は
古
く
は

ワ
ロ
シ
で
、「
性
質
が
よ
く
な
い
、
過
っ
て
い
る
、
悪
質
で
あ
る
意
」
と
い
う（
大
野

①
）。
漢
語
の
悪
アク

に
ほ
ぼ
相
当
す
る
。
ま
た
「
あ
し
」
は
「
ひ
ど
く
不
快
で
あ
る
、

嫌
悪
さ
れ
る
と
い
う
感
覚
・
情
意
を
表
現
す
る
の
が
本
来
の
意
味
」
と
い
う（
大
野

①
）。
こ
れ
は
漢
語
の
悪
オ

に
近
い
。
ま
た
そ
の
展
開
義
は
漢
語
の
悪
アク

に
ほ
ぼ
一
致

す
る
。
本
来
な
ら
常
用
漢
字
表
に
「
あ
し
」
の
訓
も
採
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
英
語
で

2

ア

亜

アアあ ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

【
亜
】 7(二･5) 

常 

｜
常
用
音
訓

ア

〔
亞
〕 8(二･6) 

人 

｜
音

ア
　
訓

つ
ぐ
・
つ
ぎ

 

語
音  *･ăg

（
上
古
）　･ă

（
中
古
↓
呉

エ　

漢
ア
）　yà

（
中
）　

아（
韓
）

 

語
源  

﹇
コ
ア
イ
メ
ー
ジ
﹈ 

上
か
ら
下
に
押
さ
え
つ
け
る
。﹇
実
現
さ
れ
る
意

味
﹈ 

位
・
格
な
ど
が
次
に
位
置
す
る（
ト
ッ
プ
に
準
じ
る
、
二
番
手
で
あ
る
）ⓐ
。﹇
英
﹈

next to, second, sub-

〔
解
説
〕 

亜
流
の
亜
、
亜
熱
帯
の
亜
、
亜
鉛
の
亜
は
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
語
か
。

そ
れ
を
解
く
鍵
は
中
国
古
典
に
あ
っ
た
。
下
記
の
儀
礼
の
注
釈
に
「
亜
は
次
な
り
」

と
あ
る（
漢
の
鄭
玄
の
注
）。
こ
れ
は
古
典
の
通
訓
で
あ
る
。
詩
経
で
は
「
侯
コ

れ
亜
、

侯
れ
旅（
次
男
た
ち
よ
、
皆
の
衆
よ
）」
と
い
う
詩
句
が
あ
り
、
毛
伝（
漢
の
毛
亨
の
注
）
に

「
亜
は
仲
叔（
次
男
三
男
）
な
り
」
と
あ
る
。
長
男
に
次
ぐ
兄
弟
の
意
味
で
あ
る
。
ま

た
相
婿
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
Ａ
が
姉
を
め
と
る
と
Ｂ
が
次
い
で
妹
を
め
と
る
の
で

亜
と
い
う
。
亜
の
表
層
的
な
意
味
は
「
次
ぐ
」
で
あ
る
が
、
意
味
の
深
層
構
造
は
何

か
。
そ
れ
を
探
り
当
て
た
の
は
藤
堂
明
保
で
あ
る
。
氏
は
亜
の
グ
ル
ー
プ
、
於
の
グ

ル
ー
プ
、
烏
の
グ
ル
ー
プ
、
央
の
グ
ル
ー
プ
を
同
じ
単
語
家
族
に
く
く
り
、「
お
さ

え
る
・
つ
か
え
る
」
と
い
う
基
本
義
が
あ
る
と
し
た（
藤
堂
①
）。
亜
に
「
お
さ
え
る
」

と
い
う
基
本
義
が
あ
る
と
い
う
指
摘
は
前
人
未
発
の
語
源
説
で
、
亜
だ
け
で
な
く
亜

の
グ
ル
ー
プ
全
体
を
説
明
で
き
る
。
序
列
に
お
い
て
、
下
の
も
の
は
上
の
も
の
に
押

さ
え
ら
れ
て
、
上
に
出
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め
常
に
ト
ッ
プ
の
下
位
に
あ
る
。
こ
の

事
態
を
古
代
漢
語
で*･ăg

と
い
う
。「
亜
は
次
な
り
」
の
訓
は
「
お
さ
え
る
」
と
い

う
コ
ア
イ
メ
ー
ジ
か
ら
実
現
さ
れ
た
表
層
的
意
味
を
捉
え
た
も
の
で
あ
る
。
亜
は
右

の
単
語
家
族
だ
け
で
は
収
ま
り
き
れ
な
い
広
が
り
を
も
つ
。
押
・
圧
・
凹
・
遏
アツ

・

安
・
印
・
抑
な
ど
と
も
非
常
に
近
い
関
係
に
あ
り
、「
上
か
ら
下
に
押
さ
え
つ
け
る
」

と
い
う
コ
ア
イ
メ
ー
ジ
が
共
通
す
る
。
亜
は
科
学
用
語
で
も
使
わ
れ
て
い
る
。
性
質

な
ど
が
鉛
に
次
ぐ（
準
ず
る
）
も
の
が
亜
鉛
、
酸
化
の
程
度
が
次
位
に
あ
る
の
が
亜
硫

酸
・
亜
硝
酸
、
ま
た
そ
れ
よ
り
下
の
も
の
に
次
亜
〜
の
接
頭
語
が
つ
く（
次
亜
塩
素
酸

な
ど
）。
ま
た
英
語
のsub-

（
下
・
下
位
の
意
）
は
亜
と
訳
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

subcontinent

（
亜
大
陸
）、subtropical（
亜
熱
帯
）、subarctic

（
亜
寒
帯
）、subfam

ily

（
亜
科
）、subspecies

（
亜
種
）
な
ど
。
こ
の
よ
う
に
亜
は
便
利
な
訳
語
で
あ
る
。

〔
グ
ル
ー
プ
〕
亜
・
悪
・
啞
ア（
声
が
つ
か
え
て
出
な
い
﹇
啞
然
﹈）・
堊
アク

・ア（
壁
に
上
塗
り

を
す
る
粘
土
、
し
っ
く
い
﹇
白
堊
﹈）・
婭
ア（
妻
の
姉
妹
の
夫
ど
う
し
、
あ
い
む
こ
）・
掗掗
ア（
上
か

ら
下
に
押
し
下
げ
る
）・
椏
ア（
押
し
下
げ
て
Ｙ
形
に
へ
こ
ん
だ
木
の
枝
↓
ま
た
）・
錏
ア（
頸
部
を

押
さ
え
て
保
護
す
る
金
属
製
の
部
品
↓
し
こ
ろ
）・
鵶
ア（=

鴉
。
つ
か
え
た
声
で
鳴
く
鳥
、
カ
ラ

ス
）字

源源
字
源
「
亞
」
が
正
字
。
建
物
の
基
礎
を
描
い
た
図
形
。
基
礎
は
上
か
ら
下
に
重
い

も
の
を
載
せ
て
、
下
に
重
力
を
か
け
て
押
し
下
げ
る
よ
う
な
姿
を
呈
す
る
の
で
、

「
上
か
ら
下
に（
重
み
を
か
け
て
）押
さ
え
つ
け
る
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
表
す
こ
と
が

で
き
る
。
字
源
に
つ
い
て
は
諸
説
紛
々
で
あ
る
。
宮
中
の
道
、
家
、
暖
炉
、
隅
角

等
々
の
説
が
あ
る
。
加
藤
常
賢
は
「
古
代
の
地
下
穴
居
の
室
の
形
」（
加
藤
①
）、
藤

堂
明
保
は
「
建
物
や
墓
を
つ
く
る
た
め
に
地
下
に
四
角
く
掘
っ
た
土
台
」（
藤
堂
②
）、

白
川
静
は
「
陵
墓
の
墓
室
の
形
」（
白
川
①
）、
徐
中
舒
は
「
墓
穴
の
四
面
に
台
階
の

有
る
形
」
と
す
る
。
劉
熙
の
釈
名
・
釈
宮
室
で
は
堊
と
亜
を
関
連
づ
け
、「
堊
は
亜

な
り
、
次
な
り
。
先
づ
之
に
泥
し
、
次
ぎ
て
白
灰
を
以
て
之
に
飾
る
な
り
」
と
述
べ

て
い
る
。
建
物
を
建
設
す
る
際
の
粘
土
を
堊
と
い
う
。
亜
と
い
う
図
形
の
発
想
が
建

物
と
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
の
記
憶
が
堊
に
残
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
亜

は
ス
ト
レ
ー
ト
に
建
物
の
基
礎
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、*･ăg

と
い
う
語
の
表
記

と
し
て
考
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

3

アア

阿
・
哀

（
甲
）

　
　（
金
）

　
　（
篆
）

〔
字
体
〕 「
亜
」
は
近
世
中
国
で
発
生
し
た
「
亞
」の
俗
字
。
現
代
中
国
の
簡
体
字
は

「
亚
」。
悪
の
字
体
も
こ
れ
に
倣
う
。

 

語
義  

﹇
展
開
﹈ 

ト
ッ
プ
に
準
じ
る（
つ
ぐ
）意
味
ⓐ
。
ま
た
コ
ア
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、

下
に
押
し
下
げ
る
意
味
ⓑ
を
派
生
す
る
。
ま
た
、
ア
ジ
ア
の
音
訳
字
ⓒ
。﹇
英
﹈next 

to, second, sub-; push down; Asia

　﹇
熟
語
﹈ 

ⓐ
亜
聖
・
亜
流
・
ⓒ
東
亜

 

文
献  

ⓐ
儀
礼
・
士
虞
礼
「
魚
亞
之
＝
魚
、
之
に
亜
つ

ぐ（
魚
は
次
の
位
置
に
置
か
れ

る
）」

【
阿
】 8(阜･8) 

人 

｜
音

ア
　
訓

く
ま
・
お
も
ね
る
・
お

 

語
音  *･ag

（
上
古
）　･a

（
中
古
↓
呉 

漢
ア
）　ā

・ē

（
中
）　

아（
韓
）

 

語
源  

﹇
コ
ア
イ
メ
ー
ジ
﹈ ⎾

形
や⏌

形
に
曲
が
る
。﹇
実
現
さ
れ
る
意
味
﹈ 

山
が

行
き
止
ま
り
に
な
っ
て⏌

形
に
奥
ま
っ
た
所（
く
ま
）ⓐ
。﹇
英
﹈corner

〔
解
説
〕 

釈
名
・
釈
丘
に
「
偏
高
を
阿
丘
と
曰
ふ
。
阿
は
荷
な
り
。
人
の
物
を
担
荷

す
る
が
如
く
、
一
辺
偏
高
な
る
な
り
」
と
あ
る
。⎾

の
よ
う
な
形
を
し
た
丘
と
い

う
解
釈
。
阿
は
荷
だ
け
で
は
な
く
、
何
・
河
・
苛
な
ど
を
包
括
す
る
可
の
グ
ル
ー
プ

に
属
す
る
語
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
「⎾

形
に
曲
が
る
」
と
い
う
コ
ア
イ
メ
ー
ジ
を

共
有
す
る
。
ま
た
こ
れ
は
「⏌

形
や
⌒形
に
曲
が
る
」「（
く
ね
く
ね
と
）
曲
が
る
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
も
展
開
す
る
。
こ
の
コ
ア
イ
メ
ー
ジ
か
ら
「
く
ま
」
の
ほ
か
に

「
お
も
ね
る
」
の
意
味
が
生
ま
れ
る
。
日
本
語
の
「
お
も
ね
る
」
は
オ
モ（
面
）
ネ
ル

（
練
）
で
、「
顔
を
右
に
左
に
向
け
る
意
」
が
原
義
で
、
こ
こ
か
ら
、
へ
つ
ら
う
・
こ

び
る（
追
従
す
る
）
意
味
に
展
開
す
る
と
い
う（
大
野
①
）。

〔
グ
ル
ー
プ
〕 

阿
・
婀
ア（
女
性
が
体
を
曲
げ
て
く
ね
く
ね
さ
せ
る
さ
ま
↓
な
ま
め
か
し
い
﹇
婀

娜
アダ

﹈）・
痾
ア（
奥
ま
っ
た
所
に
入
り
込
ん
で
治
り
に
く
い
病
気
﹇
宿
痾
﹈）

 

字
源  

「
可
カ（
音
・
イ
メ
ー
ジ
記
号
）＋
阜（
限
定
符
号
）」
を
合
わ
せ
た
字
。「
可
」
は

「⎾

形
に
曲
が
る
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る（
⇩
可
）。「
阿
」
は
曲
が
っ
て
つ
か
え

て
、
こ
れ
以
上
は
行
け
な
い
奥
ま
っ
た
所
、
山
の
く
ま
を
暗
示
さ
せ
る
。

 

語
義  

﹇
展
開
﹈ 

山
の
く
ま
の
意
味
ⓐ
、
⌒形
の
大
き
な
丘
の
意
味
ⓑ
、
川
の⏌

形
に
曲
が
っ
た
所
の
意
味
ⓒ
、
建
物
の⏌

形
に
曲
が
っ
た
所（
隅
）の
意
味
ⓓ
に
展
開

す
る
。
ま
た
、「
曲
が
る
」
と
い
う
コ
ア
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
自
分
の
意
志
を
曲
げ
て

他
人
に
従
う（
お
も
ね
る
）意
味
ⓔ
を
派
生
す
る
。
ま
た
、
梵
語
の
音
写
字
ⓕ
。﹇
英
﹈

corner; big m
ound, hill; riverbank; fl atter, fawn; phonetic loan for Sanskrit

　

﹇
熟
語
﹈ 

ⓐ
山
阿
・
ⓒ
水
阿
・
ⓓ
四
阿
・
ⓔ
阿
世
・
阿
諛
・
ⓕ
阿
修
羅
・
阿
弥
陀

 

文
献  

ⓐ
詩
経
・
考
槃
「
考
槃
在
阿
＝
考
槃
コ
ウ

ハ
ン

し
て
阿
に
在
り（
遊
び
ほ
う
け
て
山
の

く
ま
ま
で
や
っ
て
き
た
）」
ⓑ
詩
経
・
無
羊
「
或
降
于
阿
＝
或
い
は
阿
よ
り
降
る（
あ
る

も
の
は
丘
か
ら
降
り
て
く
る
）」
ⓔ
孟
子
・
公
孫
丑
上
「
汚
不
至
阿
其
所
好
＝
汚
な
れ
ど

も
其
の
好
む
所
に
阿
お
も

ね

る
に
至
ら
ず（
い
く
ら
汚
く
て
も
彼
の
好
み
に
へ
つ
ら
う
ま
で
に
は

な
ら
な
い
）」

あ
い ････････････････････････････････････････････････････････････････････････

【
哀
】 9(口･6) 

常 

｜
常
用
音
訓

ア
イ

　
あ
わ
れ
・
あ
わ
れ
む

 

語
音  *･ər
（
上
古
）　･əi

（
中
古
↓
呉
ア
イ
・
オ　

漢
ア
イ
）　āi

（
中
）　

애（
韓
）

 

語
源  

﹇
コ
ア
イ
メ
ー
ジ
﹈ 

い
っ
ぱ
い
詰
ま
る
。﹇
実
現
さ
れ
る
意
味
﹈ 

悲
し
み
が

い
っ
ぱ
い
で
胸
が
ふ
さ
が
る（
悲
し
む
・
悲
し
み
）ⓐ
。﹇
英
﹈grieve, sad

〔
解
説
〕 

釈
名
・
釈
言
語
に
「
哀
は
愛
な
り
。
愛
す
れ
ば
乃
ち
之
を
思
念
す
る
な
り
」

と
あ
る
。
哀
が
愛
の
意
味
だ
と
い
う
の
で
は
な
く
、
哀
と
愛
が
同
源
の
こ
と
ば
で
あ

り
、
思
念
す
る
と
い
う
点
で
共
通
の
も
の
が
あ
る
と
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
漢
語
の

訓
詁
で
、「
Ａ
は
Ｂ
な
り
」
を
数
学
的
に
Ａ
＝
Ｂ
と
理
解
す
る
と
間
違
っ
て
し
ま
う
。

藤
堂
明
保
は
愛
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
範
囲
を
拡
大
さ
せ
、
乙
の
グ
ル
ー
プ
、
气

キ

の
グ
ル
ー
プ（
気
）、
乞
の
グ
ル
ー
プ
、
既
の
グ
ル
ー
プ
と
も
同
源
で
、「
つ
ま
る
・

い
っ
ぱ
い
こ
も
る
」
と
い
う
基
本
義
が
あ
る
と
す
る（
藤
堂
①
）。
日
本
語
の
「
あ
わ

れ（
あ
は
れ
）」
は
「
事
柄
を
傍
か
ら
見
て
、
し
み
じ
み
と
感
じ
入
っ
た
気
持
ち
」
の

2

ア

亜

アアあ ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

【
亜
】 7(二･5) 

常 

｜
常
用
音
訓

ア

〔
亞
〕 8(二･6) 

人 

｜
音

ア
　
訓

つ
ぐ
・
つ
ぎ

 

語
音  *･ăg

（
上
古
）　･ă

（
中
古
↓
呉

エ　

漢
ア
）　yà

（
中
）　

아（
韓
）

 

語
源  

﹇
コ
ア
イ
メ
ー
ジ
﹈ 

上
か
ら
下
に
押
さ
え
つ
け
る
。﹇
実
現
さ
れ
る
意

味
﹈ 

位
・
格
な
ど
が
次
に
位
置
す
る（
ト
ッ
プ
に
準
じ
る
、
二
番
手
で
あ
る
）ⓐ
。﹇
英
﹈

next to, second, sub-

〔
解
説
〕 

亜
流
の
亜
、
亜
熱
帯
の
亜
、
亜
鉛
の
亜
は
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
語
か
。

そ
れ
を
解
く
鍵
は
中
国
古
典
に
あ
っ
た
。
下
記
の
儀
礼
の
注
釈
に
「
亜
は
次
な
り
」

と
あ
る（
漢
の
鄭
玄
の
注
）。
こ
れ
は
古
典
の
通
訓
で
あ
る
。
詩
経
で
は
「
侯
コ

れ
亜
、

侯
れ
旅（
次
男
た
ち
よ
、
皆
の
衆
よ
）」
と
い
う
詩
句
が
あ
り
、
毛
伝（
漢
の
毛
亨
の
注
）
に

「
亜
は
仲
叔（
次
男
三
男
）
な
り
」
と
あ
る
。
長
男
に
次
ぐ
兄
弟
の
意
味
で
あ
る
。
ま

た
相
婿
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
Ａ
が
姉
を
め
と
る
と
Ｂ
が
次
い
で
妹
を
め
と
る
の
で

亜
と
い
う
。
亜
の
表
層
的
な
意
味
は
「
次
ぐ
」
で
あ
る
が
、
意
味
の
深
層
構
造
は
何

か
。
そ
れ
を
探
り
当
て
た
の
は
藤
堂
明
保
で
あ
る
。
氏
は
亜
の
グ
ル
ー
プ
、
於
の
グ

ル
ー
プ
、
烏
の
グ
ル
ー
プ
、
央
の
グ
ル
ー
プ
を
同
じ
単
語
家
族
に
く
く
り
、「
お
さ

え
る
・
つ
か
え
る
」
と
い
う
基
本
義
が
あ
る
と
し
た（
藤
堂
①
）。
亜
に
「
お
さ
え
る
」

と
い
う
基
本
義
が
あ
る
と
い
う
指
摘
は
前
人
未
発
の
語
源
説
で
、
亜
だ
け
で
な
く
亜

の
グ
ル
ー
プ
全
体
を
説
明
で
き
る
。
序
列
に
お
い
て
、
下
の
も
の
は
上
の
も
の
に
押

さ
え
ら
れ
て
、
上
に
出
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め
常
に
ト
ッ
プ
の
下
位
に
あ
る
。
こ
の

事
態
を
古
代
漢
語
で*･ăg

と
い
う
。「
亜
は
次
な
り
」
の
訓
は
「
お
さ
え
る
」
と
い

う
コ
ア
イ
メ
ー
ジ
か
ら
実
現
さ
れ
た
表
層
的
意
味
を
捉
え
た
も
の
で
あ
る
。
亜
は
右

の
単
語
家
族
だ
け
で
は
収
ま
り
き
れ
な
い
広
が
り
を
も
つ
。
押
・
圧
・
凹
・
遏
アツ

・

安
・
印
・
抑
な
ど
と
も
非
常
に
近
い
関
係
に
あ
り
、「
上
か
ら
下
に
押
さ
え
つ
け
る
」

と
い
う
コ
ア
イ
メ
ー
ジ
が
共
通
す
る
。
亜
は
科
学
用
語
で
も
使
わ
れ
て
い
る
。
性
質

な
ど
が
鉛
に
次
ぐ（
準
ず
る
）
も
の
が
亜
鉛
、
酸
化
の
程
度
が
次
位
に
あ
る
の
が
亜
硫

酸
・
亜
硝
酸
、
ま
た
そ
れ
よ
り
下
の
も
の
に
次
亜
〜
の
接
頭
語
が
つ
く（
次
亜
塩
素
酸

な
ど
）。
ま
た
英
語
のsub-

（
下
・
下
位
の
意
）
は
亜
と
訳
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

subcontinent

（
亜
大
陸
）、subtropical（
亜
熱
帯
）、subarctic

（
亜
寒
帯
）、subfam

ily
（
亜
科
）、subspecies

（
亜
種
）
な
ど
。
こ
の
よ
う
に
亜
は
便
利
な
訳
語
で
あ
る
。

〔
グ
ル
ー
プ
〕
亜
・
悪
・
啞
ア（
声
が
つ
か
え
て
出
な
い
﹇
啞
然
﹈）・
堊
アク

・ア（
壁
に
上
塗
り

を
す
る
粘
土
、
し
っ
く
い
﹇
白
堊
﹈）・
婭
ア（
妻
の
姉
妹
の
夫
ど
う
し
、
あ
い
む
こ
）・
掗掗
ア（
上
か

ら
下
に
押
し
下
げ
る
）・
椏
ア（
押
し
下
げ
て
Ｙ
形
に
へ
こ
ん
だ
木
の
枝
↓
ま
た
）・
錏
ア（
頸
部
を

押
さ
え
て
保
護
す
る
金
属
製
の
部
品
↓
し
こ
ろ
）・
鵶
ア（=

鴉
。
つ
か
え
た
声
で
鳴
く
鳥
、
カ
ラ

ス
）字

源源
字
源
「
亞
」
が
正
字
。
建
物
の
基
礎
を
描
い
た
図
形
。
基
礎
は
上
か
ら
下
に
重
い

も
の
を
載
せ
て
、
下
に
重
力
を
か
け
て
押
し
下
げ
る
よ
う
な
姿
を
呈
す
る
の
で
、

「
上
か
ら
下
に（
重
み
を
か
け
て
）押
さ
え
つ
け
る
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
表
す
こ
と
が

で
き
る
。
字
源
に
つ
い
て
は
諸
説
紛
々
で
あ
る
。
宮
中
の
道
、
家
、
暖
炉
、
隅
角

等
々
の
説
が
あ
る
。
加
藤
常
賢
は
「
古
代
の
地
下
穴
居
の
室
の
形
」（
加
藤
①
）、
藤

堂
明
保
は
「
建
物
や
墓
を
つ
く
る
た
め
に
地
下
に
四
角
く
掘
っ
た
土
台
」（
藤
堂
②
）、

白
川
静
は
「
陵
墓
の
墓
室
の
形
」（
白
川
①
）、
徐
中
舒
は
「
墓
穴
の
四
面
に
台
階
の

有
る
形
」
と
す
る
。
劉
熙
の
釈
名
・
釈
宮
室
で
は
堊
と
亜
を
関
連
づ
け
、「
堊
は
亜

な
り
、
次
な
り
。
先
づ
之
に
泥
し
、
次
ぎ
て
白
灰
を
以
て
之
に
飾
る
な
り
」
と
述
べ

て
い
る
。
建
物
を
建
設
す
る
際
の
粘
土
を
堊
と
い
う
。
亜
と
い
う
図
形
の
発
想
が
建

物
と
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
の
記
憶
が
堊
に
残
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
亜

は
ス
ト
レ
ー
ト
に
建
物
の
基
礎
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、*･ăg

と
い
う
語
の
表
記

と
し
て
考
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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漢
字
語
源
語
義
辞
典





1

アア

亜

アあ������������������������������������������������������������������������������

【
亜
】�７（二・５）�

常�
｜
常
用
音
訓

ア

〔
亞
〕�８（二・６）�

人�

｜
音
ア　
訓
つ
ぐ
・
つ
ぎ

 

語
音  *�ăg

（
上
古
） �ă

（
中
古
→
呉

エ 
漢
ア
） yà

（
中
） 

아（
韓
）

 

語
源  

［
コ
ア
イ
メ
ー
ジ
］ 

上
か
ら
下
に
押
さ
え
つ
け
る
。［
実
現
さ
れ
る
意

味
］ 

位
・
格
な
ど
が
次
に
位
置
す
る（
ト
ッ
プ
に
準
じ
る
、
二
番
手
で
あ
る
）ⓐ
。［
英
］

next�to,�second,�sub-

〔
解
説
〕 

亜
流
の
亜
、
亜
熱
帯
の
亜
、
亜
鉛
の
亜
は
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
語
か
。

そ
れ
を
解
く
鍵
は
中
国
古
典
に
あ
っ
た
。
下
記
の
儀
礼
の
注
釈
に
「
亜
は
次
な
り
」

と
あ
る（
漢
の
鄭
玄
の
注
）。
こ
れ
は
古
典
の
通
訓
で
あ
る
。
詩
経
で
は
「
侯
こ

れ
亜
、

侯
れ
旅（
次
男
た
ち
よ
、
皆
の
衆
よ
）」
と
い
う
詩
句
が
あ
り
、
毛
伝（
漢
の
毛
亨
の
注
）に

「
亜
は
仲
叔（
次
男
三
男
）な
り
」
と
あ
る
。
長
男
に
次
ぐ
兄
弟
の
意
味
で
あ
る
。
ま
た

相
婿
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
Ａ
が
姉
を
め
と
る
と
Ｂ
が
次
い
で
妹
を
め
と
る
の
で
亜

と
い
う
。
亜
の
表
層
的
な
意
味
は
「
次
ぐ
」
で
あ
る
が
、
意
味
の
深
層
構
造
は
何
か
。

そ
れ
を
探
り
当
て
た
の
は
藤
堂
明
保
で
あ
る
。
氏
は
亜
の
グ
ル
ー
プ
、
於
の
グ
ル
ー

プ
、
烏
の
グ
ル
ー
プ
、
央
の
グ
ル
ー
プ
を
同
じ
単
語
家
族
に
く
く
り
、「
お
さ
え
る

・
つ
か
え
る
」
と
い
う
基
本
義
が
あ
る
と
し
た（
藤
堂
①
）。
亜
に
「
お
さ
え
る
」
と

い
う
基
本
義
が
あ
る
と
い
う
指
摘
は
前
人
未
発
の
語
源
説
で
、
亜
だ
け
で
な
く
亜
の

グ
ル
ー
プ
全
体
を
説
明
で
き
る
。
序
列
に
お
い
て
、
下
の
も
の
は
上
の
も
の
に
押
さ

え
ら
れ
て
、
上
に
出
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め
常
に
ト
ッ
プ
の
下
位
に
あ
る
。
こ
の
事

態
を
古
代
漢
語
で*�ăg

と
い
う
。「
亜
は
次
な
り
」
の
訓
は
「
お
さ
え
る
」
と
い
う

コ
ア
イ
メ
ー
ジ
か
ら
実
現
さ
れ
た
表
層
的
意
味
を
捉
え
た
も
の
で
あ
る
。
亜
は
右
の

単
語
家
族
だ
け
で
は
収
ま
り
き
れ
な
い
広
が
り
を
も
つ
。
押
・
圧
・
凹
・
遏
アツ･

安
・

印
・
抑
な
ど
と
も
非
常
に
近
い
関
係
に
あ
り
、「
上
か
ら
下
に
押
さ
え
つ
け
る
」
と

い
う
コ
ア
イ
メ
ー
ジ
が
共
通
す
る
。
亜
は
科
学
用
語
で
も
使
わ
れ
て
い
る
。
性
質
な

ど
が
鉛
に
次
ぐ（
準
ず
る
）も
の
が
亜
鉛
、
酸
化
の
程
度
が
次
位
に
あ
る
の
が
亜
硫
酸

・
亜
硝
酸
、
ま
た
そ
れ
よ
り
下
の
も
の
に
次
亜
～
の
接
頭
語
が
つ
く（
次
亜
塩
素
酸
な

ど
）。
ま
た
英
語
のsub-（
下
・
下
位
の
意
）
は
亜
と
訳
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

subcontinent

（
亜
大
陸
）、subtropical（
亜
熱
帯
）、subarctic

（
亜
寒
帯
）、subfam

ily

（
亜
科
）、subspecies

（
亜
種
）な
ど
。
こ
の
よ
う
に
亜
は
便
利
な
訳
語
で
あ
る
。

〔
グ
ル
ー
プ
〕 

亜
・
悪
・
啞
ア（
声
が
つ
か
え
て
出
な
い［
啞
然
］）・
堊
アク･

ア（
壁
に
上
塗
り
を

す
る
粘
土
、
し
っ
く
い［
白
堊
］）・
婭
ア（
妻
の
姉
妹
の
夫
ど
う
し
、
あ
い
む
こ
）・
掗
ア（
上
か
ら

下
に
押
し
下
げ
る
）・
椏
ア（
押
し
下
げ
て
Ｙ
形
に
へ
こ
ん
だ
木
の
枝
→
ま
た
。〈
日
〉
三
椏
み
つ

ま
た

は

木
の
名
）・
錏
ア（
頸
部
を
押
さ
え
て
保
護
す
る
金
属
製
の
部
品
→
し
こ
ろ
）・
鵶
ア（=

鴉
。
つ
か

え
た
声
で
鳴
く
鳥
、
カ
ラ
ス
）

 

字
源  

「
亞
」
が
正
字
。
建
物
の
基
礎
を
描
い
た
図
形
。
基
礎
は
上
か
ら
下
に
重
い

も
の
を
載
せ
て
、
下
に
重
力
を
か
け
て
押
し
下
げ
る
よ
う
な
姿
を
呈
す
る
の
で
、

「
上
か
ら
下
に（
重
み
を
か
け
て
）押
さ
え
つ
け
る
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
表
す
こ
と
が

で
き
る
。
字
源
に
つ
い
て
は
諸
説
紛
々
で
あ
る
。
宮
中
の
道
、
家
、
暖
炉
、
隅
角

等
々
の
説
が
あ
る
。
加
藤
常
賢
は
「
古
代
の
地
下
穴
居
の
室
の
形
」（
加
藤
①
）、
藤

堂
明
保
は
「
建
物
や
墓
を
つ
く
る
た
め
に
地
下
に
四
角
く
掘
っ
た
土
台
」（
藤
堂
②
）、

白
川
静
は
「
陵
墓
の
墓
室
の
形
」（
白
川
①
）、
徐
中
舒
は
「
墓
穴
の
四
面
に
台
階
の

有
る
形
」
と
す
る
。
劉
熙
の
釈
名
・
釈
宮
室
で
は
堊
と
亜
を
関
連
づ
け
、「
堊
は
亜

な
り
、
次
な
り
。
先
づ
之
に
泥
し
、
次
ぎ
て
白
灰
を
以
て
之
に
飾
る
な
り
」
と
述
べ

て
い
る
。
建
物
を
建
設
す
る
際
の
粘
土
を
堊
と
い
う
。
亜
と
い
う
図
形
の
発
想
が
建

物
と
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
の
記
憶
が
堊
に
残
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
亜

は
ス
ト
レ
ー
ト
に
建
物
の
基
礎
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、*･ăg

と
い
う
語
の
表
記

と
し
て
考
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。



2

アア

阿
・
哀

（
甲
）

　
　
（
金
）

　
　
（
篆
）

〔
字
体
〕 「
亜
」
は
近
世
中
国
で
発
生
し
た
「
亞
」の
俗
字
。
現
代
中
国
の
簡
体
字
は

「
亚
」。
悪
の
字
体
も
こ
れ
に
倣
う
。

 

語
義  

［
展
開
］ 
ト
ッ
プ
に
準
じ
る（
つ
ぐ
）意
味
ⓐ
。
ま
た
コ
ア
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、

下
に
押
し
下
げ
る
意
味
ⓑ
を
派
生
す
る
。
ま
た
、
ア
ジ
ア
の
音
写
字
ⓒ
。［
英
］next�

to,�second,�sub-;�push�down;�Asia　
［
熟
語
］ 

ⓐ
亜
聖
・
亜
流
・
ⓒ
東
亜

 

文
献  

ⓐ
儀
礼
・
士
虞
礼
「
魚
亞
之
＝
魚
、
之
に
亜
つ

ぐ（
魚
は
次
の
位
置
に
置
か
れ

る
）」

【
阿
】�８（阜・８）�

人�

｜
音
ア　
訓
く
ま
・
お
も
ね
る
・
お

 

語
音  *�ag

（
上
古
） �a

（
中
古
→
呉�

漢
ア
） ā
・ē
（
中
） 

아（
韓
）

 

語
源  

［
コ
ア
イ
メ
ー
ジ
］ 

┏
形
や
┛
形
に
曲
が
る
。［
実
現
さ
れ
る
意
味
］ 

山
が

行
き
止
ま
り
に
な
っ
て
┛
形
に
奥
ま
っ
た
所（
く
ま
）ⓐ
。［
英
］corner

〔
解
説
〕 

釈
名
・
釈
丘
に
「
偏
高
を
阿
丘
と
曰
ふ
。
阿
は
荷
な
り
。
人
の
物
を
担
荷

す
る
が
如
く
、
一
辺
偏
高
な
る
な
り
」
と
あ
る
。
┏
の
よ
う
な
形
を
し
た
丘
と
い

う
解
釈
。
阿
は
荷
だ
け
で
は
な
く
、
何
・
河
・
苛
な
ど
を
包
括
す
る
可
の
グ
ル
ー
プ

に
属
す
る
語
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
「
┏
形
に
曲
が
る
」
と
い
う
コ
ア
イ
メ
ー
ジ
を
共

有
す
る
。
ま
た
こ
れ
は
「
┛
形
や（
形
に
曲
が
る
」「（
く
ね
く
ね
と
）曲
が
る
」
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
に
も
展
開
す
る
。
こ
の
コ
ア
イ
メ
ー
ジ
か
ら
「
く
ま
」
の
ほ
か
に
「
お

も
ね
る
」
の
意
味
が
生
ま
れ
る
。
日
本
語
の
「
お
も
ね
る
」
は
オ
モ（
面
）ネ
ル（
練
）

で
、「
顔
を
右
に
左
に
向
け
る
意
」
が
原
義
で
、
こ
こ
か
ら
、
へ
つ
ら
う
・
こ
び
る

（
追
従
す
る
）意
味
に
展
開
す
る
と
い
う（
大
野
①
）。

〔
グ
ル
ー
プ
〕 

阿
・
婀
ア（
女
性
が
体
を
曲
げ
て
く
ね
く
ね
さ
せ
る
さ
ま
→
な
ま
め
か
し
い［
婀

娜
アダ

］）・
痾
ア（
奥
ま
っ
た
所
に
入
り
込
ん
で
治
り
に
く
い
病
気［
宿
痾
］）

 

字
源  

「
可
カ（
音
・
イ
メ
ー
ジ
記
号
）＋
阜（
限
定
符
号
）」
を
合
わ
せ
た
字
。「
可
」
は

「
┏
形
に
曲
が
る
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る（
⇨
可
）。「
阿
」
は
曲
が
っ
て
つ
か
え

て
、
こ
れ
以
上
は
行
け
な
い
奥
ま
っ
た
所
、
山
の
く
ま
を
暗
示
さ
せ
る
。

 

語
義  

［
展
開
］ 

山
の
く
ま
の
意
味
ⓐ
、（
形
の
大
き
な
丘
の
意
味
ⓑ
、
川
の
┛

形
に
曲
が
っ
た
所
の
意
味
ⓒ
、
建
物
の
┛
形
に
曲
が
っ
た
所（
隅
）の
意
味
ⓓ
に
展
開

す
る
。
ま
た
、「
曲
が
る
」
と
い
う
コ
ア
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
自
分
の
意
志
を
曲
げ
て

他
人
に
従
う（
お
も
ね
る
）意
味
ⓔ
を
派
生
す
る
。
ま
た
、
梵
語
の
音
写
字
ⓕ
。［
英
］

corner;�big�m
ound,�hill;�riverbank;�flatter,�fawn;�phonetic�loan�for�Sanskrit　

［
熟
語
］ 

ⓐ
山
阿
・
ⓒ
水
阿
・
ⓓ
四
阿
・
ⓔ
阿
世
・
阿
諛
・
ⓕ
阿
修
羅
・
阿
弥
陀

 

文
献  

ⓐ
詩
経
・
考
槃
「
考
槃
在
阿
＝
考
槃
コ
ウ

ハ
ン

し
て
阿
に
在
り（
遊
び
ほ
う
け
て
山
の

く
ま
ま
で
や
っ
て
き
た
）」
ⓑ
詩
経
・
無
羊
「
或
降
于
阿
＝
或
い
は
阿
よ
り
降
る（
あ
る

も
の
は
丘
か
ら
降
り
て
く
る
）」
ⓔ
孟
子
・
公
孫
丑
上
「
汚
不
至
阿
其
所
好
＝
汚
な
れ
ど

も
其
の
好
む
所
に
阿
お
も
ね

る
に
至
ら
ず（
い
く
ら
汚
く
て
も
彼
の
好
み
に
へ
つ
ら
う
ま
で
に
は

な
ら
な
い
）」

あ
い�������������������������������������������������������������������������

【
哀
】�９（口・６）�

常�

｜
常
用
音
訓

ア
イ　

あ
わ
れ
・
あ
わ
れ
む

 

語
音  *�ər

（
上
古
） �əi（
中
古
→
呉
ア
イ
・
オ 

漢
ア
イ
） āi（
中
） 

애（
韓
）

 

語
源  

［
コ
ア
イ
メ
ー
ジ
］ 

い
っ
ぱ
い
詰
ま
る
。［
実
現
さ
れ
る
意
味
］ 

悲
し
み
が

い
っ
ぱ
い
で
胸
が
ふ
さ
が
る（
悲
し
む
・
悲
し
み
）ⓐ
。［
英
］grieve,�sad

〔
解
説
〕 

釈
名
・
釈
言
語
に
「
哀
は
愛
な
り
。
愛
す
れ
ば
乃
ち
之
を
思
念
す
る
な
り
」

と
あ
る
。
哀
が
愛
の
意
味
だ
と
い
う
の
で
は
な
く
、
哀
と
愛
が
同
源
の
こ
と
ば
で
あ

り
、
思
念
す
る
と
い
う
点
で
共
通
の
も
の
が
あ
る
と
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
漢
語
の

訓
詁
で
、「
Ａ
は
Ｂ
な
り
」
を
数
学
的
に
Ａ
＝
Ｂ
と
理
解
す
る
と
間
違
っ
て
し
ま
う
。

藤
堂
明
保
は
愛
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
範
囲
を
拡
大
さ
せ
、
乙
の
グ
ル
ー
プ
、
气

キ

の
グ
ル
ー
プ（
気
）、
乞
の
グ
ル
ー
プ
、
既
の
グ
ル
ー
プ
と
も
同
源
で
、「
つ
ま
る
・

い
っ
ぱ
い
こ
も
る
」
と
い
う
基
本
義
が
あ
る
と
す
る（
藤
堂
①
）。
日
本
語
の
「
あ
わ

れ（
あ
は
れ
）」
は
「
事
柄
を
傍
か
ら
見
て
、
し
み
じ
み
と
感
じ
入
っ
た
気
持
ち
」
の
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アア

娃
・
挨

こ
と
で
、
感
動
詞
と
し
て
は
「
対
象
へ
の
抑
え
ら
れ
な
い
共
感
の
情
を
表
」
し
、
形

容
動
詞
と
し
て
は
「
い
と
し
く
思
う
さ
ま
」
や
「
気
の
毒
な
さ
ま
」「
も
の
悲
し
い

さ
ま
」
な
ど
に
展
開
す
る
と
い
う（
大
野
②
）。
漢
語
の
哀
は
悲
し
み
で
胸
が
ふ
さ
が

る
思
い
な
の
で
、「
あ
は
れ
む
」
と
は
少
し
イ
メ
ー
ジ
が
違
う
。

 

字
源  

「
衣
イ（
音
・
イ
メ
ー
ジ
記
号
）＋
口（
限
定
符
号
）」
を
合
わ
せ
た
字
。「
衣
」
は

「（
肌
を
）隠
し
て
見
せ
な
い
」「
中
の
も
の
を
ふ
さ
い
で
外
に
出
さ
な
い
」
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る（
⇨
衣
）。「
哀
」
は
悲
し
み
を
胸
の
中
に
ふ
さ
い
で
い
っ
ぱ
い
詰
ま

ら
せ
、
た
め
息
を
つ
く
様
子
を
暗
示
さ
せ
る
。
白
川
静
は
「
衣
の
襟
も
と
に
、
祝
詞

を
収
め
る
器
で
あ
る
口
を
加
え
て
、
魂
よ
ば
い
を
す
る
形
」
か
ら
、「
死
者
に
対
す

る
哀
告
の
儀
礼
を
行
う
」
の
意
味
と
す
る（
白
川
①
）。
図
形
か
ら
意
味
を
引
き
出
す

説
。

 

語
義  

［
展
開
］ 

悲
し
く
て
胸
が
詰
ま
る（
か
な
し
む
）意
味
ⓐ
か
ら
、
か
わ
い
そ
う

で
胸
が
詰
ま
る（
気
の
毒
に
思
う
、
あ
わ
れ
む
）意
味
ⓑ
に
展
開
す
る
。
あ
わ
れ
っ
ぽ
く

（
同
情
心
を
誘
う
さ
ま
）の
意
味
ⓒ
は
日
本
的
用
法
。［
英
］grieve,�sad,�sorrow,�m

ourn;�
pity;�piteously　

［
熟
語
］ 

ⓐ
哀
愁
・
悲
哀
・
ⓑ
哀
憐
・
ⓒ
哀
願
・
哀
訴

 

文
献  

ⓐ
詩
経
・
采
薇
「
我
心
傷
悲
、
莫
知
我
哀
＝
我
が
心
傷
悲
す
、
我
が
哀
かな

し

み
を
知
る
も
の
莫
な

し（
私
の
心
は
痛
み
悲
し
む
、
私
の
悲
し
み
を
誰
が
知
ろ
う
）」
ⓑ
詩
経

・
鴻
雁
「
哀
此
鰥
寡
＝
此
の
鰥
寡
カ
ン
カ

を
哀
れ
む（
か
わ
い
そ
う
だ
よ
、
こ
の
独
り
者
）」

【
娃
】�９（女・６）�

人�

｜
音
ア
イ
・
ア

 

語
音  *�u ĕg

（
上
古
） �ăi（
中
古
→
呉
エ 

漢
ア
イ 

［
慣
］ア
） wá

（
中
） 

왜（
韓
）

 

語
源  

［
コ
ア
イ
メ
ー
ジ
］ 

す
っ
き
り
と
整
っ
て
い
る
。［
実
現
さ
れ
る
意
味
］ 

美

し
い
女
ⓐ
。［
英
］pretty�girl

〔
解
説
〕 

圭
に
コ
ア
イ
メ
ー
ジ
の
源
泉
が
あ
る
。
圭
は
形
の
よ
さ
と
い
う
美
的
感
覚

と
関
わ
る
語
で
あ
る
。
佳
の
項
参
照
。

 

字
源  

「
圭
ケイ（
音
・
イ
メ
ー
ジ
記
号
）＋
女（
限
定
符
号
）」
を
合
わ
せ
た
字
。「
圭
」
は

「
か
ど
がᐸ

形
に
と
が
っ
て
い
る
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、「
か
ど
が
あ
っ
て

す
っ
き
り
と
整
っ
て
い
る
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
展
開
す
る（
⇨
圭
）。「
娃
」
は
顔

や
体
の
形
が
き
れ
い
に
整
っ
た
女
を
表
す
。

 

語
義  

美
し
い
女
の
意
味
ⓐ
。［
熟
語
］ 

ⓐ
宮
娃
キ
ュ
ウ

ア
イ�

呉
娃
ゴ
ア

イ

 

文
献  

ⓐ
山
海
経
・
北
山
経
「
炎
帝
之
少
女
、
名
曰
女
娃
＝
炎
帝
の
少
女
、
名
を

女
娃
ジ
ョ

ア
イ

と
曰
ふ（
炎
帝［
伝
説
上
の
古
帝
王
の
名
］の
娘
の
名
を
女
娃
と
い
っ
た
）」

【
挨
】�10（手・７）�

常�

｜
常
用
音
訓
　

ア
イ

 

語
音  *� әg

（
上
古
） � әi（
中
古
→
呉
エ 

漢
ア
イ
） āi（
中
） 

애（
韓
）

 

語
源  

［
コ
ア
イ
メ
ー
ジ
］ 

つ
か
え
て
止
ま
る
。［
実
現
さ
れ
る
意
味
］ 

身
動
き
で

き
な
い
ほ
ど
迫
る（
近
く
ま
で
迫
る
、
側
に
く
っ
つ
く
）ⓐ
。［
英
］com

e�close

〔
解
説
〕 

広
雅
・
釈
詁
に
「
矣
イ

は
止
な
り
」
と
あ
る
。
ま
た
已
イ

と
も
同
源
で
あ
る
。

矣
は
「
く
っ
つ
い
て
止
ま
る
」
と
い
う
コ
ア
イ
メ
ー
ジ
を
も
ち
、
専
ら
文
の
終
わ
り

に
つ
け
て
完
了
や
断
定
を
示
す
助
詞
に
用
い
ら
れ
る
。
詩
経
・
鶏
鳴
篇
に
「
鷄
既
鳴

矣
＝
鶏
既
に
鳴
け
り
」（
漢
文
で
は
矣
は
訓
読
し
な
い
）の
用
例
が
あ
る
。
こ
の
矣
を
コ

ア
に
し
て
下
記
の
グ
ル
ー
プ
が
形
成
さ
れ
た
。

〔
グ
ル
ー
プ
〕 

挨
・
埃
アイ（
飛
ん
で
き
て
物
に
止
ま
っ
て
く
っ
つ
く
土
→
ほ
こ
り
）・
俟
シ（
じ
っ

と
止
ま
っ
て
待
つ
）・
竢
シ（
待
つ
）・
涘
シ（
流
れ
の
止
ま
る
水
際
）・
唉
アイ（
の
ど
に
つ
か
え
て
出

る
音
、
あ
あ
と
い
う
嘆
息
の
声
）・
騃
ガイ（
知
能
が
遅
い
、
愚
か
）

 

字
源  

「
矣
イ（
音
・
イ
メ
ー
ジ
記
号
）＋
手（
限
定
符
号
）」
を
合
わ
せ
た
字
。「
厶
」
は

㠯
イ�

已
イ

と
同
じ
で
、「（
仕
事
や
行
為
が
）終
わ
る
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る（
⇨
已
）。

「
矣
」
は
「
已
イ（
音
・
イ
メ
ー
ジ
記
号
）＋
矢（
限
定
符
号
）」
を
合
わ
せ
て
、
飛
ん
で
き

た
矢
が
止
ま
る
様
子
を
暗
示
さ
せ
る
。
こ
こ
に
「
進
行
す
る
も
の
が
何
か
に
つ
か
え

て
止
ま
る
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。「
挨
」
は
前
の
人
に
別
の
人
が
ぶ
つ
か
っ

て
止
ま
る
様
子
を
暗
示
さ
せ
る
。
こ
の
意
匠
に
よ
っ
て
、
身
動
き
で
き
な
い
ほ
ど
迫

る
こ
と
を
表
象
す
る
。

（
篆
）

［
矣
］　　
　
（
篆
）
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ア

愛

ア
 

語
義  

［
展
開
］ 

側
ま
で
迫
る
意
味
ⓐ
か
ら
、
背
後
に
迫
っ
て
撃
つ
意
味
ⓑ
、
い
く

つ
か
の
も
の
が
集
ま
っ
て
押
し
合
い
へ
し
合
い
す
る
意
味
ⓒ
を
派
生
す
る
。
日
本
で

は
ⓒ
か
ら
挨
拶
と
い
う
語
が
生
ま
れ
、
押
し
問
答
し
て
相
手
の
悟
り
の
程
度
を
試
す

こ
と
、
転
じ
て
、
受
け
答
え
す
る
・
会
釈
す
る
意
味
ⓓ
に
な
っ
た
。［
英
］com

e�
close;� attack;� push� and� shove;� greet　

［
和
訓
］  

せ
ま
る
・
う
つ　
［
熟
語
］ 

ⓓ

挨
拶

 

文
献  

ⓑ
墨
子
・
迎
敵
祀
「
五
兵
咸
備
、
乃
下
出
挨
＝
五
兵
咸
みな

備
は
り
、
乃
ち
下

り
て
出
で
て
挨
う

つ（
五
つ
の
兵
器
が
す
べ
て
備
わ
る
と
、
下
り
て
撃
っ
て
出
る
）」

【
愛
】�13（心・９）�

常�

｜
常
用
音
訓
　

ア
イ

 

語
音  *�əd

（
上
古
）�əi（
中
古
→
呉
オ
・
ア
イ 
漢
ア
イ
） ài（
中
） 

애（
韓
）

 

語
源  

［
コ
ア
イ
メ
ー
ジ
］ 

い
っ
ぱ
い
詰
ま
る
。［
実
現
さ
れ
る
意
味
］ （
胸
が
ふ
さ

が
る
ほ
ど
）相
手
の
こ
と
を
切
な
く
思
う
。
ま
た
、
好
き
で
た
ま
ら
な
い
切
な
い
気
持

ち
ⓐ
。［
英
］love

〔
解
説
〕 

ラ
ブ（love

）は
古
今
を
問
わ
ず
人
間
の
普
遍
的
感
情
で
あ
る
。
古
代
漢
語
で

は
こ
れ
を*�əd

と
い
う
。
最
古
の
恋
愛
詩
集
で
あ
る
詩
経
に
用
例
が
あ
る
。
下
記

の
静
女
篇
の
愛
を
儒
教
的
詩
学
で
も
愛
悦（
男
女
の
愛
）の
意
味
に
解
し
て
い
る
。
し

か
し
こ
の
愛
を
曖
や
薆
の
仮
借
で
、「
隠
れ
る
」
の
意
味
と
す
る
説
も
あ
る
。
ま
た
、

古
代
で
は
愛
と
い
う
感
情
は
宗
教
的
な
観
念（
神
へ
の
思
慕
）に
由
来
す
る
と
説
く
学

者
も
い
る
。
い
ず
れ
も
人
間
性
か
ら
懸
け
離
れ
た
見
方
で
あ
り
、
言
語
的
な
感
覚
に

疎
い
。
し
か
し
古
人
は
「
愛
は
哀
な
り
」
と
い
う
正
当
な
語
源
意
識
を
も
っ
て
い
た
。

*�əd

と
い
う
語
の
深
層
構
造
を
あ
ら
わ
に
し
た
の
は
藤
堂
明
保
で
あ
る
。
氏
は
愛

の
根
底
に
旡
キ

が
あ
り
、
こ
れ
が
既
・
慨
な
ど
を
も
構
成
し
、
と
も
に
「
つ
ま
る
・

い
っ
ぱ
い
に
こ
も
る
」
と
い
う
基
本
義
を
も
ち
、
愛
と
は
「
胸
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て

苦
し
い
気
持
ち
」
だ
と
い
う（
藤
堂
①
）。
さ
ら
に
乙
の
グ
ル
ー
プ
、
气
の
グ
ル
ー
プ

（
気
）、
乞
の
グ
ル
ー
プ
と
も
基
本
義
が
共
通
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
愛
と
い
う
語
の

語
源
的
視
野
が
広
が
り
を
見
せ
る
。
日
本
人
は
愛
に
「
め
ぐ
し
」「
か
な
し
」「
い
と

し
」
な
ど
の
訓
を
つ
け
た
。
大
野
晋
に
よ
る
と
、
メ
グ
シ
は
メ（
目
）＋
グ
シ（
苦
）で
、

「
見
て
い
る
の
が
苦
し
い
」
意
。
カ
ナ
シ
は
「
自
分
は
無
力
で
相
手
に
も
は
や
何
も

で
き
な
い
」
意
か
ら
「
悲
し
い
」
の
意
、
さ
ら
に
「
か
わ
い
く
て
切
な
い
ほ
ど
だ
」

の
意
。
イ
ト
シ（
イ
ト
ホ
シ
）は
イ
ト
フ（
厭
）と
同
根
で
、「
弱
い
者
、
劣
っ
た
者
を
見

て
い
る
に
忍
び
ず
、
目
を
そ
む
け
た
い
と
思
う
の
が
原
義
」
で
、
こ
こ
か
ら
「
相
手

が
か
わ
い
い
、
心
ひ
か
れ
る
」
の
意
に
な
っ
た
と
い
う
。
大
野
は
「
日
本
人
の
〝
愛

いと

し
さ
〟
の
感
情
は
、
相
手
に
対
し
、
こ
の
よ
う
に
〝
自
分
の
力
の
不
足
を
感
じ
る
〟

こ
と
に
発
す
る
と
い
う
型
が
あ
る
」
と
述
べ
る（
以
上
、
大
野
②
）。
漢
語
の
愛
は
相

手
を
思
っ
て
胸
が
ふ
さ
が
る
と
い
う
一
途
な
感
情
表
現
の
語
で
、「
か
な
し
」
や

「
い
と
し
」
と
は
相
当
イ
メ
ー
ジ
が
異
な
る
。
愛
に
ぴ
っ
た
り
の
訓
が
な
い
か
ら
、

原
語
の
愛
を
そ
の
ま
ま
、
ま
た
動
詞
と
し
て
「
愛
す
る
」
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
便
宜
的
だ
が
や
む
を
え
な
い
。

〔
グ
ル
ー
プ
〕 

愛
・
曖
・
僾
アイ（
息
が
詰
ま
る
、
心
苦
し
い
）・
噯
アイ（
胸
が
詰
ま
っ
て
出
る
げ
っ

ぷ［
噯
気
］）・
靉
アイ（
雲
が
日
光
を
ふ
さ
い
で
盛
ん
に
起
こ
る
さ
ま［
靉
靆
ア
イ

タ
イ

］）

 

字
源  

「
㤅
アイ（
音
・
イ
メ
ー
ジ
記
号
）＋
夊（
限
定
符
号
）」
を
合
わ
せ
た
字
。「
旡
」
は

後
ろ
向
き
に
な
っ
て
げ
っ
ぷ
を
す
る
人
を
描
い
た
図
形
で
、「
い
っ
ぱ
い
詰
ま
る
」

「
詰
ま
っ
て
ふ
さ
が
る
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る（
⇨
既
）。「
旡
キ（
音
・
イ
メ
ー
ジ
記

号
）＋
心（
限
定
符
号
）」
を
合
わ
せ
た
「
㤅
」
は
、
思
い
が
心
に
い
っ
ぱ
い
詰
ま
り
、

ハ
ー
と
た
め
息
を
つ
く
様
子
を
暗
示
さ
せ
る
。
こ
れ
ら
生
理
・
心
理
現
象
を
行
為
の

場
面
へ
移
し
た
の
が
、
足
の
動
作
に
限
定
す
る
符
号
を
添
え
た
「
愛
」
で
あ
る
。

「
愛
」
は
胸
が
詰
ま
っ
て
足
が
進
ま
な
い
情
景
を
設
定
し
た
図
形
。
こ
の
意
匠
に
よ

っ
て
、
相
手
を
思
う
切
な
い
気
持
ち
を
比
喩
的
に
表
現
し
て
い
る
。
白
川
静
は
「
後

ろ
に
心
を
残
し
な
が
ら
、
立
ち
去
ろ
う
と
す
る
人
の
姿
」
で
、「
心
意
の
定
ま
ら
ぬ

お
ぼ
ろ
げ
な
状
態
を
い
う
語
」
と
す
る（
白
川
①
）。
こ
れ
が
愛
好
・
親
愛
の
愛
の
意

味
と
は
奇
妙
で
あ
る
。〈
補
説
〉
説
文
解
字
で
は
夊
の
部
に
あ
る
が
、
康
煕
字
典
で

は
心
の
部
に
変
更
さ
れ
た
。
部
首（
漢
字
の
分
類
法
）と
限
定
符
号（
文
字
の
構
成
法
に
属

す
る
）は
違
う
概
念
で
あ
る
。
食
い
違
い
の
例
は
ほ
か
に
も
あ
る
が
、
い
ち
い
ち
言
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